
建築協定審査における「専門家サポート事業」
運営委員会による審査を建築士がお手伝いします

地区計画による民泊開設禁止
桂坂にれのき地区(西京区)で地区計画と地区計画条例により民泊開設禁止

建築協定

地区計画
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メール： kyotokenchikukyoutei@gmail.com
  電話：075-354-5224 京都景観フォーラム

（当協議会事務局問合せ先）

桂坂にれのき南地区に所属しています。子育て世代のご家庭が多くお住まいで、賑やかな感じで

す。地区役員としての活動はこれからですが、桂坂景観まちづくり協議会の活動に加わっていま

すので、桂坂の他の地区の皆さんと情報交換や勉強会を行っています。以前は同じ桂坂のあか

しあ地区に住んでいました。京都のまちなかから少し離れていますが、桂坂が大好きです。

やっぱり桂坂です。落ち着きますね。桜と紅葉の季節がとくにすばらしい。大通りが「モミジバ

フウ」の並木道になっていて、京都の紅葉の新名所になっています。最近は有名になり過ぎて

しまって、シーズンにはカメラを持った方が大通りに出て撮影されるので事故が起こらないかと

ても心配です。

あかしあ地区に住んでいた時に運営委員長を経験しました。ちょうど更新の時期で「みんなで頑

張るんや！」という一体感のもと、委員が手分けして地区内の各ご家庭に建築協定の説明にまわ

りました。とくに委員の女性陣が積極的で本当に心強かったです。また、地域から建築協定の内

容がよくわからないという声があったので「あかしあ地区まちづくりのルール」※というガイドブッ

クを作成しました。まちづくりには、いろんな人が関わっていただけるのが楽しいし、建築協定は

難しいことをやっているのではなく、楽しく住むためのひとつのツールだと思っています。

※「あかしあ地区まちづくりのルール」は
桂坂景観まちづくり協議会の
ウェブサイトからご覧いただけます。

教えて！
バリアフリー条例の改正

 皆さん、京都市の“バリアフリー条例”をご存知でしょうか。正式
名称を「京都市建築物等のバリアフリーの促進に関する条例」
といいます。誰もが安心して社会参加できる良好な都市環境づ
くりを目的に、建築物のバリアフリー化を促進するものです。
 令和３年には、この条例が一部改正されましたが、その改正が
建築協定地区でも問題になっている民泊の建設に少なからず
影響があるのではと話題になりました。そこで今回は、バリアフリ
ー条例の改正内容をQ&A形式でご紹介します。

【ベッド周辺の空間①】
ベッド長辺の側面に車椅子使用者のベッドへの移乗スペース
（幅１００cm以上の空間を基本とする）を確保
客室内のベッド数の１/２以上のベッドに適用（ベッド数が２以下
の場合は全て適用

【便所・浴室】
・腰掛け便座及び手すりを適切に設置
・便座，浴槽の横に車椅子が寄り付ける空間を確保

【便所・浴室の出入口】
・幅75㎝以上
・段差なし

【建物出入口から客室
出入口までの経路】
通路：幅１２０㎝以上
出入口：幅８０㎝以上
従来どおり

【ベッド周辺の空間②】
車椅子の方向転換スペース
（例：直径１２０㎝以上)

【客室内通路】
・幅１００㎝以上、直進部分
 などで方向転換が必要ない
 箇所は８０cm 以上でも可
・段差なし
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